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1
．　

通
貨
（m

onnaie

）
お
よ
び
金
銭
債
権
（créances de 

som
m

e d’argent

）
―
―
実
務
に
お
い
て
、
現
実
に
担
保
に
供
さ

れ
得
る
の
は
［
債
権
の
中
で
も
］
金
銭
債
権
の
み
で
あ
る
―
―
は
、

債
権
者
に
と
っ
て
非
常
に
魅
力
的
な
積
極
財
産
で
あ
る
。
一
定
額
の

金
銭
を
目
的
と
す
る
担
保
の
場
合
に
は
直
接
的
に
、
ま
た
は
金
銭
債

権
を
目
的
と
す
る
担
保
の
場
合
に
は
間
接
的
に
、
こ
れ
ら
の
担
保
に

よ
っ
て
、
債
権
者
は
、
精
算
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
を
経
る
こ
と
な
く
直

ち
に
弁
済
を
受
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
担
保
の
目
的
で
あ
る
金

額
や
担
保
目
的
債
権
の
弁
済
と
し
て
受
領
し
た
金
額
を
自
己
に
帰
属

さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
債
権
者
は
、
直
ち
に
満
足
を
受
け
る
。

2
．　

二
〇
二
一
年
九
月
一
五
日
の
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
以
来（

（
（

、
フ
ラ
ン

ス
法
に
は
、
通
貨
や
債
権
を
目
的
と
す
る
担
保
と
し
て
、
債
権
質
、

（
一
般
法
〔
民
法
典
〕
ま
た
は
ダ
イ
イ
法
に
よ
る
）
債
権
譲
渡
、
そ

し
て
金
銭
質
（
民
法
典
で
は
、「
担
保
目
的
の
金
銭
譲
渡
」
と
称
さ

れ
る
）
の
三
種
類
の
担
保
が
存
在
す
る
。

　

債
権
質
は
古
く
か
ら
認
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
制
度
は
二
〇
〇
六

年
三
月
二
三
日
の
担
保
法
改
正
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
の
際
に
す
で
に
実
質

的
に
現
代
化
さ
れ
て
い
た
。
二
〇
二
一
年
九
月
一
五
日
の
オ
ル
ド
ナ

ン
ス
は
、
二
〇
〇
六
年
改
正
に
よ
っ
て
現
代
化
さ
れ
た
債
権
質
の
制

度
を
刷
新
せ
ず
に
い
く
つ
か
の
点
で
明
確
化
し
た
だ
け
で
あ
っ
た
が
、

こ
れ
は
重
大
な
影
響
を
生
じ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
と
り
わ
け
、
二
〇

二
一
年
の
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
以
降
、
質
権
債
権
者
は
、
担
保
目
的
債
権

オ
ー
ギ
ュ
ス
タ
ン
・
エ
ネ
ス

齋

藤

由

起
／
訳

日
仏
担
保
法
セ
ミ
ナ
ー
・
二
〇
二
一
年
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
に
よ
る
動
産
債
権
担
保
法
改
正
の
動
向

債
権
や
通
貨
を
目
的
と
す
る
担
保

資 料
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に
対
す
る
留
置
権
を
認
め
ら
れ
て
い
る
。

　

担
保
目
的
の
債
権
譲
渡
も
ま
た
、
一
九
八
一
年
一
月
二
日
の
ダ
イ

イ
法
以
来
（
現
在
で
は
、
通
貨
金
融
法
典
Ｌ
．三
一
三
―
二
三
条
以

下
）、
フ
ラ
ン
ス
法
に
お
い
て
明
文
化
さ
れ
、
非
常
に
広
く
使
わ
れ

て
き
た
。
し
か
し
、
担
保
目
的
の
債
権
譲
渡
は
、
一
定
の
取
引
（
企

業
向
け
信
用
）
と
一
定
の
債
権
（
事
業
債
権
）
に
限
定
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
を
利
用
で
き
る
の
は
、
一
定
の
債
権
者
（
信
用
機
関
お
よ
び
こ

れ
に
準
ず
る
機
関
）
に
限
ら
れ
て
い
た
。
判
例
は
、
こ
れ
ま
で
、
こ

の
厳
格
な
枠
組
み
の
外
で
担
保
目
的
の
債
権
譲
渡
を
利
用
す
る
こ
と

を
禁
じ
て
き
た
が（

（
（

、
ま
さ
に
二
〇
二
一
年
九
月
一
五
日
の
オ
ル
ド
ナ

ン
ス
が
、
折
よ
く
そ
の
利
用
を
自
由
化
し
た
。
現
在
で
は
、
債
権
は
、

ダ
イ
イ
明
細
書
を
用
い
て
で
あ
れ
、
一
般
法
上
の
債
権
譲
渡
の
方
式

に
よ
っ
て
で
あ
れ
、
担
保
目
的
で
譲
渡
さ
れ
得
る
。

　

さ
い
ご
に
、
担
保
目
的
の
金
銭
譲
渡
は
、
金
銭
質
（gage-

espèce

）
や
保
証
金
（dépôt de garantie

）
と
い
う
呼
称
で
、
実

務
で
は
以
前
か
ら
非
常
に
よ
く
使
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
担
保
は
、
日

常
的
に
使
わ
れ
て
お
り
、
判
例
が
そ
の
有
効
性
を
認
め
て
明
言
し
て

き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず（

（
（

、
民
法
典
に
規
定
が
な
か
っ
た
。
こ
の
欠
缺

は
現
在
で
は
埋
め
ら
れ
て
い
る
。
と
い
う
の
も
、
今
回
の
改
正
に
よ

り
、
民
法
典
二
三
七
四
条
な
い
し
二
三
七
四
―
六
条
が
、「
担
保
目

的
の
金
銭
譲
渡
（Cession de som

m
e d’argent à titre de 

garantie 

）」
と
い
う
名
称
で
金
銭
質
に
割
り
当
て
ら
れ
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。

3
．　

理
論
的
に
は
、
こ
れ
ら
の
三
つ
の
担
保
が
異
な
る
も
の
で
あ

る
こ
と
は
一
目
瞭
然
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
識
別
は
容
易
で
あ
る
。
こ

れ
ら
の
担
保
は
、
担
保
目
的
財
産
と
こ
れ
ら
の
担
保
が
用
い
る
［
財

産
の
］
担
保
へ
の
充
当
方
法
に
よ
っ
て
区
別
さ
れ
る
。
債
権
質
は
、

債
権
を
担
保
目
的
財
産
と
し
、
質
権
債
権
者
に
排
他
的
な
弁
済
受
領

権
（droit exclusif au paiem

ent

）
を
付
与
す
る
に
過
ぎ
な
い
。

債
権
譲
渡
の
担
保
目
的
財
産
も
こ
れ
と
同
じ
で
あ
る
が
、
譲
受
人
た

る
債
権
者
に
所
有
を
与
え
る
こ
と
に
基
礎
を
お
い
て
お
り
、
譲
受
人

た
る
債
権
者
は
担
保
に
供
さ
れ
た
債
権
の
名
義
人
に
な
る
。
金
銭
質

も
ま
た
信
託
的
な
担
保
で
あ
る
が
、
そ
の
対
象
は
金
銭
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
、
ア
プ
リ
オ
リ
に
は
、
こ
れ
ら
を
混
同
し
た
り
、
目
の
前

に
あ
る
所
与
の
担
保
に
つ
い
て
採
用
す
べ
き
性
質
決
定
に
つ
い
て
迷

い
を
生
じ
た
り
す
る
理
由
な
ど
全
く
な
い
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
実
務
に
お
い
て
は
、
異
な
る
二
つ
の
担
保
を
利

用
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
場
合
が
存
在
し
得
る
。

4
．　

し
た
が
っ
て
、
本
報
告
で
は
、
債
権
ま
た
は
通
貨
上
の
多
種

多
様
な
担
保
が
競
合
す
る
場
合
を
検
討
し
た
あ
と
で
（
Ⅰ
）、
フ
ラ

ン
ス
法
に
お
け
る
債
権
お
よ
び
通
貨
上
の
担
保
の
設
定
（
Ⅱ
）
お
よ

び
効
果
（
Ⅲ
）
を
規
律
す
る
規
定
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
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Ⅰ　

債
権
や
通
貨
を
目
的
と
す
る
担
保
の
多
様
さ

5
．　

多
く
の
場
合
に
お
い
て
、
設
定
す
べ
き
担
保
の
類
型
に
つ
い

て
は
、
当
事
者
に
は
選
択
肢
が
な
い
か
、
と
る
べ
き
一
つ
の
選
択
肢

が
は
っ
き
り
し
て
い
る
。
と
い
う
の
も
、
担
保
に
供
さ
れ
る
財
（
債

権
ま
た
は
通
貨
）
の
性
質
は
明
ら
か
だ
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
、
不

動
産
の
取
得
者
が
、
当
該
不
動
産
の
賃
貸
借
か
ら
生
じ
る
賃
料
を
使

っ
て
当
該
不
動
産
を
取
得
す
る
た
め
に
受
け
た
融
資
を
担
保
し
た
い

と
望
む
場
合
に
は
、
債
権
譲
渡
か
債
権
質
を
選
択
す
る
し
か
な
い
。

こ
の
場
合
に
、
両
者
の
違
い
は
、
担
保
債
権
者
に
与
え
ら
れ
る
権
利

の
性
質
が
、
所
有
で
あ
る
か
、
そ
れ
と
も
排
他
的
弁
済
受
領
権
を
担

保
債
権
者
に
与
え
る
単
な
る
優
先
権
で
あ
る
か
に
あ
る
。
同
様
に
、

賃
貸
借
契
約
書
の
文
面
で
、
賃
借
人
が
賃
料
の
支
払
を
担
保
す
る
た

め
に
賃
貸
人
に
一
定
額
を
支
払
う
こ
と
、
お
よ
び
、
こ
の
金
額
は
賃

借
人
の
口
座
か
ら
引
き
落
と
さ
れ
て
賃
貸
人
の
口
座
の
貸
方
に
記
入

さ
れ
る
こ
と
が
合
意
さ
れ
る
と
き
に
は
、
そ
れ
は
、
間
違
い
な
く
金

銭
質
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
担
保
の
目
的
財
産
は
一
定
額
の
金
銭

（une som
m

e d’argent

）
で
あ
り
、
こ
の
金
額
に
つ
い
て
債
権
者

は
自
由
な
処
分
権
を
取
得
す
る
か
ら
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
区
別
や
選
択
肢
は
、
一
定
の
場
面
で
は
よ
り

不
明
確
に
な
り
う
る
。
す
な
わ
ち
、
担
保
目
的
財
産
が
預
金
通
貨
で

あ
る
場
合
（
Ａ
）、
お
よ
び
、
債
権
が
ダ
イ
イ
法
お
よ
び
一
般
法
の

規
定
に
基
づ
い
て
担
保
目
的
で
譲
渡
さ
れ
得
る
場
合
（
Ｂ
）
で
あ
る
。

Ａ　

預
金
通
貨
の
担
保
と
し
て
の
引
当
て

6
．　

預
金
通
貨
と
は
、
口
座
へ
の
記
帳
か
ら
生
じ
、
口
座
の
所
有

者
に
、
当
該
預
金
通
貨
が
記
帳
さ
れ
た
口
座
の
開
設
者
た
る
銀
行
に

対
す
る
債
権
を
付
与
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
非
流
動
性

口
座
（com

pte bloqué

）（
（
（

の
貸
方
に
記
入
さ
れ
る
預
金
通
貨
は
、

残
高
債
権
の
質
（
残
高
債
権
の
譲
渡
を
参
照
）
ま
た
は
金
銭
質
を
通

じ
て
、
担
保
に
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
要
す
る
に
、
通
貨
の
非
物

質
化
は
、
本
報
告
の
検
討
対
象
で
あ
る
各
種
の
担
保
の
間
に
あ
る
理

論
的
に
は
明
確
な
境
界
線
を
か
き
乱
し
か
ね
な
い
。

　

理
論
的
に
は
、
残
高
債
権
の
質
と
金
銭
質
の
間
の
区
別
は
明
確
で

あ
る
。
残
高
債
権
の
質
は
一
種
の
特
別
な
債
権
質
で
あ
り
、
そ
の
唯

一
の
特
殊
性
は
担
保
に
供
さ
れ
る
債
権
の
性
質
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

設
定
者
が
名
義
人
で
あ
る
口
座
の
残
額
の
口
座
開
設
銀
行
に
対
す
る

償
還
債
権
で
あ
る（

（
（

。
金
銭
質
は
、
担
保
に
供
さ
れ
た
金
額
の
所
有
が

債
権
者
に
移
転
し
、
債
権
者
が
そ
の
金
額
の
自
由
な
処
分
権
を
直
ち

に
取
得
す
る
と
い
う
効
果
に
よ
る
信
託
の
仕
組
み
で
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
ア
プ
リ
オ
リ
に
は
、
こ
れ
ら
を
混
同
す
る
理
由
は
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何
も
な
い（

（
（

。
し
か
し
な
が
ら
、
金
額
が
担
保
債
権
者
た
る
銀
行
の
帳

簿
に
開
設
さ
れ
た
非
流
動
性
口
座
に
記
帳
さ
れ
た
場
合
に
は
、
事
情

が
異
な
る（

（
（

。

7
．　

基
本
的
な
点
で
は
、
金
銭
の
信
託
的
譲
渡
と
口
座
残
高
の
質

の
違
い
は
、
担
保
実
行
ま
で
の
間
の
担
保
に
供
さ
れ
た
金
銭
の
所
有

が
誰
に
帰
属
す
る
か
と
い
う
点
に
あ
る
。
信
託
的
金
銭
譲
渡
に
お
い

て
は
、
当
事
者
の
意
思
は
、
通
貨
の
所
有
を
債
権
者
に
移
転
す
る
こ

と
に
あ
る
の
で
あ
り
、
そ
の
後
に
債
権
者
が
通
貨
を
使
用
す
る
か
否

か
、
す
な
わ
ち
、
債
権
者
が
受
け
と
っ
た
通
貨
を
消
費
す
る
の
か
そ

れ
と
も
口
座
に
分
別
し
て
保
管
す
る
の
か
は
問
題
に
な
ら
な
い
。
反

対
に
、
口
座
残
高
の
質
の
場
合
に
は
、
設
定
者
は
担
保
に
供
さ
れ
た

金
銭
の
所
有
者
で
あ
り
続
け
、
口
座
開
設
銀
行
に
対
し
て
設
定
者
が

保
管
す
る
残
高
の
支
払
債
権
に
つ
い
て
の
排
他
的
権
利
を
債
権
者
に

付
与
す
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
条
件
に
お
い
て
、
非
流
動
性
口
座
に
記
帳
さ
れ
た
預
金

通
貨
が
あ
る
と
き
に
、
信
託
的
譲
渡
が
あ
る
と
い
う
た
め
に
は
、
金

銭
が
設
定
者
の
口
座
か
ら
受
益
者
の
口
座
に
移
転
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
実
際
、
債
権
者
が
担
保
に
供
さ
れ
た
金
額
の
所
有
を
取
得

す
る
の
は
、
債
権
者
の
口
座
へ
の
金
額
の
記
帳
に
よ
っ
て
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
設
定
さ
れ
た
担
保
の
性
質
を
決
定
づ
け
る
の
は
、
非

流
動
性
口
座
の
名
義
で
あ
る
。

　

口
座
が
設
定
者
の
名
義
で
開
設
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
れ
ば
（
こ
の
口

座
が
担
保
債
権
者
た
る
銀
行
の
帳
簿
に
あ
っ
た
と
し
て
も
）、
金
額

は
債
権
者
に
帰
属
し
な
い
の
で
、
口
座
質
で
し
か
あ
り
得
な
い（

（
（

。
反

対
に
、
担
保
債
権
者
の
名
義
で
開
設
さ
れ
た
口
座
に
記
帳
さ
れ
た
金

額
は
、
当
該
金
額
が
特
定
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
っ
て
も
、
担
保
目
的
の

金
銭
の
信
託
的
譲
渡
で
あ
る（

（
（

。
考
慮
さ
れ
て
い
る
の
は
口
座
の
名
義

で
あ
る
。

Ｂ　

事
業
債
権
の
譲
渡

8
．　

担
保
の
た
め
の
民
法
上
の
債
権
譲
渡
に
割
り
当
て
ら
れ
た
民

法
典
新
二
三
七
三
条
な
い
し
二
三
七
三
―
三
条
の
大
部
分
は
、
債
権

譲
渡
の
一
般
的
制
度
で
あ
る
民
法
典
一
三
二
一
条
な
い
し
一
三
二
六

条
を
準
用
し
て
い
る
。
債
権
の
信
託
的
譲
渡
に
関
す
る
特
別
規
定
は
、

担
保
に
供
さ
れ
得
る
債
権
は
現
在
ま
た
は
将
来
の
も
の
で
あ
り
得
る

こ
と
、
お
よ
び
、
証
書
に
お
い
て
示
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
規

定
し
て
い
る
が
（
民
法
典
二
三
七
三
―
一
条
）、
信
託
的
譲
渡
を
通

じ
て
担
保
に
供
さ
れ
得
る
債
権
の
性
質
に
つ
い
て
は
何
も
示
し
て
い

な
い
。
し
か
し
、
譲
渡
目
的
債
権
の
性
質
に
つ
い
て
、
新
規
定
は
、

民
法
上
の
債
権
譲
渡
の
一
般
法
規
定
と
同
様
に
、
何
ら
の
制
限
を
設

け
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
譲
渡
可
能
な
債
権
で
あ
れ
ば
、
い
か

な
る
タ
イ
プ
の
債
権
で
あ
っ
て
も
よ
く
、
し
た
が
っ
て
、
と
り
わ
け
、
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通
貨
金
融
法
典
Ｌ
．三
一
三
―
二
三
条
以
下
の
意
味
で
の
事
業
債
権
、

す
な
わ
ち
、
債
務
者
の
事
業
活
動
に
際
し
て
生
じ
た
債
権
で
あ
っ
て

も
よ
い
。
言
い
換
え
る
と
、
譲
渡
対
象
と
な
り
得
る
債
権
の
類
型
に

つ
い
て
、
担
保
目
的
で
の
民
法
上
の
譲
渡
の
潜
在
的
な
適
用
範
囲
は
、

ダ
イ
イ
譲
渡
の
範
囲
を
包
含
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

9
．　

そ
こ
で
、
取
引
が
、
ダ
イ
イ
譲
渡
の
適
用
範
囲
に
属
す
る
場

合
（
信
用
機
関
、
金
融
会
社
ま
た
は
投
資
フ
ァ
ン
ド
の
た
め
、
こ
れ

ら
の
機
関
か
ら
供
与
さ
れ
た
信
用
を
担
保
す
る
た
め
の
譲
渡
）
に
、

当
事
者
が
民
法
上
の
譲
渡
の
利
用
を
自
由
に
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
か

が
問
題
と
な
る
。
民
法
上
の
債
権
譲
渡
に
は
、
方
式
が
緩
い
（
必
要

的
記
載
事
項
が
な
い
）
と
い
う
利
点
が
あ
る
。
反
対
に
、
民
法
上
の

債
権
譲
渡
は
、
ダ
イ
イ
譲
渡
と
は
異
な
り
、
通
貨
金
融
法
典
Ｌ
．三

一
三
―
二
九
条
の
承
諾
の
対
象
と
な
り
得
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
譲

渡
目
的
債
権
の
債
務
者
が
譲
受
人
に
支
払
う
義
務
を
直
接
に
負
い
、

譲
渡
目
的
債
権
の
債
務
者
と
譲
渡
人
と
の
関
係
か
ら
生
じ
る
抗
弁
を

譲
受
人
に
対
す
る
関
係
で
放
棄
す
る
こ
と
を
承
諾
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
同
様
に
、
民
法
上
の
債
権
譲
渡
の
制
度
は
、
譲
渡
が
将
来
債

権
を
対
象
と
す
る
場
合
に
は
倒
産
手
続
に
お
い
て
よ
り
不
利
な
も
の

と
な
る
（
商
法
典
Ｌ
．六
二
二
―
二
一
条
）。
そ
れ
で
も
や
は
り
、
ダ

イ
イ
法
の
仕
組
み
の
適
用
対
象
で
あ
る
当
事
者
が
民
法
上
の
債
権
譲

渡
を
利
用
す
る
こ
と
を
望
む
こ
と
も
あ
り
得
る
か
も
し
れ
な
い
こ
と

に
変
わ
り
は
な
い
。
で
は
、
民
法
上
の
債
権
譲
渡
を
選
択
し
た
い
当

事
者
は
こ
れ
を
選
択
で
き
る
か
？

　

か
つ
て
在
庫
質
に
つ
い
て
、
特
別
法
上
の
仕
組
み
と
一
般
法
上
の

仕
組
み
の
間
に
お
け
る
当
事
者
の
選
択
の
自
由
を
め
ぐ
っ
て
似
た
問

題
が
生
じ
て
い
た
。
二
〇
〇
六
年
三
月
二
三
日
の
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
に

基
づ
き
、
在
庫
質
の
設
定
に
つ
い
て
二
つ
の
仕
組
み
が
存
在
し
て
お

り
、
一
般
法
上
の
仕
組
み
は
民
法
典
に
よ
っ
て
、
特
別
法
上
の
仕
組

み
は
商
法
典
に
よ
っ
て
、
規
律
さ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
商
法
典

の
特
別
法（

（1
（

は
民
法
典
に
基
づ
く
一
般
法
よ
り
も
厳
格
な
も
の
で
あ
っ

た
。
そ
の
た
め
、
特
別
法
上
の
制
度
の
適
用
対
象
で
あ
る
当
事
者
は
、

わ
ざ
と
一
般
法
に
服
す
る
こ
と
を
選
択
で
き
る
こ
と
を
望
ん
で
い
た
。

破
毀
院
は
不
当
に
も
こ
れ
を
拒
絶
し
て
い
た
が（

（1
（

、
そ
の
後
、
立
法
者

は
こ
の
判
例
を
覆
し
た（

（1
（

。

　

担
保
目
的
で
の
事
業
債
権
の
譲
渡
に
つ
い
て
も
同
じ
こ
と
が
問
題

と
な
る
だ
ろ
う
か
？　

確
実
な
こ
と
は
と
て
も
言
え
な
い
。
第
一
に
、

在
庫
質
と
異
な
り
、
競
合
す
る
二
つ
の
制
度
は
同
時
に
明
文
化
さ
れ

た
も
の
で
は
な
い
。
第
二
に
、
と
り
わ
け
、
破
毀
院
は
、
要
求
さ
れ

た
方
式
要
件
を
満
た
さ
な
い
ダ
イ
イ
譲
渡
が
単
な
る
民
法
上
の
譲
渡

に
な
る
こ
と
を
認
め
て
い
る（

（1
（

。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
こ
と
は
、
特
別

法
に
属
す
る
状
況
に
お
い
て
、
一
般
法
上
の
譲
渡
が
行
わ
れ
得
る
こ

と
を
破
毀
院
が
認
め
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。「
偶
然
に
」（
ダ
イ
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イ
譲
渡
の
無
効
を
理
由
と
し
て
）
で
き
る
こ
と
は
、
わ
ざ
と
行
う
こ

と
が
で
き
て
然
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

Ⅱ　

債
権
や
通
貨
を
目
的
と
す
る
担
保
の
設
定

10
．　

現
在
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
に
明
文
化
さ
れ
て
い
る
債
権
や
通
貨

を
目
的
と
す
る
担
保
は
、
概
し
て
、
有
効
要
件
に
つ
い
て
は
多
く
の

共
通
点
を
示
し
て
い
る
が
（
Ａ
）、
対
抗
の
要
件
に
つ
い
て
は
、
明

ら
か
に
異
な
っ
て
い
る
（
Ｂ
）。

Ａ　

有
効
性

11
．　

現
在
で
は
、
す
べ
て
の
約
定
物
的
担
保
に
な
ら
っ
て
、
金
銭

質
、（
民
法
上
の
ま
た
は
ダ
イ
イ
法
上
の
）
債
権
質
お
よ
び
担
保
目

的
で
の
債
権
譲
渡
は
と
も
に
要
式
契
約
で
あ
り
、
有
効
と
な
る
た
め

に
は
書
面
の
作
成
を
要
す
る
（
金
銭
質
に
つ
い
て
は
民
法
典
二
三
七

四
―
一
条
一
項
、
民
法
上
の
債
権
譲
渡
に
つ
い
て
は
民
法
典
一
三
二

二
条
準
用
、
債
権
質
に
つ
い
て
は
民
法
典
二
三
五
六
条
）。
ダ
イ
イ

譲
渡
の
場
合
に
は
、
設
定
証
書
は
、
こ
れ
に
加
え
て
特
別
な
記
載
事

項
を
含
ん
で
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
思
い
起
こ
さ
れ
る
。
い

ず
れ
の
場
合
も
、
被
担
保
債
権
お
よ
び
担
保
目
的
債
権
の
表
示
が
含

ま
れ
る
以
上
、
証
書
が
公
署
証
書
で
あ
る
か
私
署
証
書
で
あ
る
か
は

区
別
し
な
く
て
よ
い
。

12
．　

こ
の
点
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
の
担
保
は
現
在
お
よ
び
将
来
の

債
権
を
等
し
く
担
保
し
得
る
と
こ
ろ
、
被
担
保
債
権
は
、
設
定
証
書

に
記
載
さ
れ
る
要
素
に
よ
っ
て
特
定
可
能
で
さ
え
あ
れ
ば
よ
い
。

　

反
対
に
、
こ
れ
ら
の
担
保
目
的
財
産
に
つ
い
て
は
、
一
方
で
債
権

質
お
よ
び
債
権
譲
渡
と
、
他
方
で
金
銭
質
と
の
間
で
区
別
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
債
権
質
・
債
権
譲
渡
の
担
保
目
的
財
産
は
債
権
で

あ
る
の
に
対
し
、
金
銭
質
は
一
定
額
の
金
銭
を
対
象
と
し
て
お
り
、

こ
れ
は
ユ
ー
ロ
ま
た
は
外
国
通
貨
の
い
ず
れ
も
可
能
で
あ
り
、
通
貨

の
選
択
可
能
性
は
国
際
的
な
取
引
の
場
合
に
限
定
さ
れ
な
い
（
民
法

典
二
三
七
四
条
）。

　

他
方
で
、
こ
れ
に
加
え
て
、
現
在
ま
た
は
将
来
の
債
権
を
質
入
れ

し
た
り
担
保
目
的
で
譲
渡
し
た
り
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
が
、
将

来
の
一
定
額
の
金
銭
を
担
保
目
的
で
譲
渡
す
る
こ
と
は
考
え
難
い
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
条
文
は
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
企
図
し
て
お
ら
ず
、

ま
た
、
と
り
わ
け
、
担
保
目
的
で
の
金
銭
譲
渡
の
対
抗
力
は
通
貨
の

債
権
者
へ
の
現
実
の
占
有
移
転
（rem

ise effective

）
を
前
提
と

し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
現
在
の
一
定
額
の
金
銭
が
あ
る
と
き
に
し
か

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
し
か
に
、
担
保
は
第
三
者
に
対
抗
す
る

こ
と
が
で
き
な
く
て
も
設
定
す
る
こ
と
は
で
き
る
が
（
例
え
ば
、
公

示
の
な
い
抵
当
権
）、
金
銭
質
の
場
合
に
は
、
将
来
の
金
銭
の
譲
渡
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の
内
実
が
何
で
あ
る
か
が
わ
か
り
に
く
い
の
で
あ
る
。

Ｂ　

対
抗
力

13
．　

債
権
上
の
担
保
と
通
貨
上
の
担
保
の
第
三
者
対
抗
要
件
は
異

な
っ
て
い
る
。

14
．　

債
権
質
お
よ
び
担
保
目
的
で
の
債
権
譲
渡
は
、
一
般
法
と
ダ

イ
イ
法
に
基
づ
く
規
定
の
い
ず
れ
を
適
用
し
て
行
わ
れ
る
に
せ
よ
、

担
保
目
的
債
権
上
に
競
合
す
る
権
利
を
有
す
る
と
主
張
す
る
第
三
者

に
（
（1
（

、
契
約
の
日
付
か
ら
、
方
式
な
く
し
て
、
対
抗
す
る
こ
と
が
で
き

る
（
民
法
上
の
譲
渡
に
つ
い
て
民
法
典
一
三
二
三
条
、
債
権
質
に
つ

い
て
民
法
典
二
三
六
一
条
、
ダ
イ
イ
譲
渡
に
つ
い
て
通
貨
金
融
法
典

Ｌ
．三
一
三
―
二
七
条
）。
担
保
が
私
署
証
書
に
よ
っ
て
設
定
さ
れ
た

場
合
、
争
い
が
あ
る
と
き
は
、
証
書
の
日
付
を
証
明
す
る
の
は
、
自

己
の
権
利
が
先
に
成
立
し
た
こ
と
を
主
張
す
る
譲
受
人
や
質
権
債
権

者
で
あ
り
、
こ
の
証
明
は
あ
ら
ゆ
る
方
法
に
よ
っ
て
行
う
こ
と
が
で

き
る
（
債
権
質
に
関
し
て
、
民
法
典
新
二
三
六
一
条
を
参
照
）。

　

譲
渡
債
権
ま
た
は
質
入
債
権
の
債
務
者
へ
の
対
抗
に
つ
い
て
は
、

担
保
が
債
務
者
に
通
知
さ
れ
る
か
、
ま
た
は
、
債
務
者
が
こ
れ
を
確

認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
が
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
譲
渡

債
権
ま
た
は
質
入
債
権
の
債
務
者
は
、
譲
渡
人
に
対
し
て
有
効
に
弁

済
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
（
民
法
典
一
三
二
四
条
）。

15
．　

こ
れ
に
対
し
、
金
銭
質
は
一
定
額
の
金
銭
の
債
権
者
へ
の
現

実
の
占
有
移
転
の
時
か
ら
し
か
第
三
者
に
対
抗
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
（
民
法
典
新
二
三
七
四
―
二
条
）。
し
た
が
っ
て
、
金
銭
質
は
、

有
体
物
の
質
と
同
様
に
占
有
移
転
を
伴
う
担
保
で
あ
る
が
、
登
録
と

い
う
選
択
肢
は
な
い
。
預
金
通
貨
に
関
し
て
は
、
多
く
の
場
合
に
お

い
て（

（1
（

、
こ
の
占
有
移
転
は
受
益
者
の
口
座
へ
の
振
込
み
に
よ
っ
て
行

わ
れ
る
だ
ろ
う
。
対
抗
要
件
に
つ
い
て
は
、
金
額
が
振
り
込
ま
れ
て

い
な
い
限
り
、（
金
銭
質
の
締
結
の
み
に
よ
っ
て
取
得
さ
れ
る
）
受

益
者
の
信
託
的
所
有
は
、
設
定
者
の
他
の
債
権
者
に
対
抗
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
他
の
債
権
者
は
こ
の
金

額
を
差
し
押
さ
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

Ⅲ　

債
権
や
通
貨
を
目
的
と
す
る
担
保
の
効
果

16
．　

信
託
的
担
保
で
あ
る
か
優
先
的
担
保
で
あ
る
か
と
い
う
質
の

違
い
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
担
保
は
、
債
権
者
に
排
他
的
地
位

を
付
与
す
る
も
の
で
あ
り
（
Ａ
）、
こ
の
こ
と
は
担
保
の
実
行
に
つ

い
て
特
に
現
れ
て
く
る
（
Ｂ
）。

Ａ　

排
他
的
権
利

17
．　
（
民
法
上
ま
た
は
ダ
イ
イ
法
上
の
）
担
保
目
的
の
債
権
譲
渡
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お
よ
び
担
保
目
的
の
金
銭
譲
渡
（
金
銭
質
）
は
、
信
託
的
な
担
保
で

あ
る
点
で
共
通
す
る
。
こ
れ
ら
の
担
保
は
債
権
者
に
、
担
保
に
供
さ

れ
た
積
極
財
産
上
の
所
有
、
つ
ま
り
、
排
他
的
担
保
の
真
髄
を
付
与

す
る
。
こ
の
意
味
で
、
民
法
典
第
二
三
七
三
条
は
、「
債
権
の
所
有

は
担
保
の
た
め
に
譲
渡
さ
れ
得
る
」
と
、
民
法
典
新
二
三
七
四
条
は
、

「
一
定
額
の
金
銭
の
所
有
は
…
…
担
保
の
た
め
に
譲
渡
さ
れ
得
る
」

と
規
定
す
る
。

18
．　

債
権
質
も
ま
た
、
信
託
的
担
保
で
は
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

排
他
的
権
利
、
す
な
わ
ち
、
質
入
債
権
の
弁
済
を
受
領
す
る
排
他
的

権
利
を
、
債
権
者
に
与
え
る
も
の
で
あ
る
。

　

二
〇
二
一
年
九
月
一
五
日
の
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
以
前
は
、
民
法
典
二

三
六
三
条
は
、「
通
知
の
後
は
、
質
権
債
権
者
の
み
が
、
元
本
に
つ

い
て
も
利
息
に
つ
い
て
も
、
質
に
供
さ
れ
た
債
権
の
弁
済
を
有
効
に

受
け
る
。」
と
規
定
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
、
質
入
債
権
の
債
務

者
が
通
知
を
受
け
る
か
質
権
設
定
に
つ
い
て
確
認
す
る
と
、
質
入
債

権
の
債
務
者
は
も
は
や
質
権
債
権
者
に
対
し
て
し
か
弁
済
す
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
る（

（1
（

。

　

そ
し
て
、
破
毀
院
は
、
少
な
く
と
も
二
度
に
わ
た
り（

（1
（

、
質
入
債
権

の
弁
済
を
受
け
る
権
利
（
弁
済
受
領
権
）
を
排
他
的
権
利
で
あ
る
と

判
断
し
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
、
弁
済
受
領
権
が
、
設
定
者
の
他
の

債
権
者
が
有
し
得
る
優
先
弁
済
権
の
順
位
と
無
関
係
に
行
使
さ
れ
る

こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
質
入
債
権
の
弁
済
に
よ
り
生
じ
る
結
果
に

基
づ
き
、
質
権
債
権
者
は
、
優
先
弁
済
権
が
い
か
な
る
権
利
で
あ
ろ

う
と
も
、
他
の
す
べ
て
の
債
権
者
と
の
競
合
を
免
れ
る
。

　

二
〇
二
一
年
九
月
一
五
日
以
来
、
民
法
典
二
三
六
三
条
は
、
こ
の

排
他
的
弁
済
受
領
権
が
留
置
権
で
あ
る
と
明
確
化
し
て
い
る
（「
通

知
の
後
は
、
質
権
債
権
者
は
、
質
に
供
さ
れ
た
債
権
に
つ
い
て
留
置

権
を
享
受
し
、
質
権
債
権
者
の
み
が
、
元
本
お
よ
び
利
息
に
つ
い
て
、

弁
済
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
。」）。
こ
の
よ
う
な
性
質
決
定
は
、

学
説
に
よ
っ
て
示
唆
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
っ
た（

（1
（

。
こ
の
よ
う
な
性

質
決
定
は
、
質
権
債
権
者
の
排
他
的
弁
済
受
領
権
が
、
質
入
債
権
の

使
用
権
限
を
設
定
者
か
ら
奪
い
取
る
と
い
う
事
実
を
根
拠
に
し
た
も

の
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
債
権
の
効
用
を
生
じ
さ
せ
る
の
は
、
債

権
の
弁
済
を
受
領
す
る
こ
と
だ
か
ら
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
質
権
債

権
者
は
、
物
に
対
す
る
阻
止
権
限
（
凍
結
権
限
〔pouvoir de 

blocage

〕）
を
行
使
す
る
有
体
財
産
の
一
時
的
な
所
持
者
と
同
等
の

立
場
に
あ
る
。
排
他
的
弁
済
受
領
権
の
効
力
に
よ
っ
て
質
権
債
権
者

が
行
使
す
る
権
限
は
、
留
置
権
の
内
実
を
有
す
る
。

　

も
っ
と
も
、
こ
の
こ
と
は
、
破
毀
院
が
二
〇
一
〇
年
五
月
二
六
日

判
決（

（1
（

で
黙
示
的
に
認
め
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
判
決
の
文
言
に

よ
れ
ば
、
破
毀
院
は
、
質
権
債
権
者
の
排
他
的
弁
済
受
領
権
が
、
設

定
者
に
つ
き
倒
産
手
続
が
開
始
し
て
も
な
お
、
留
置
権
と
同
様
に
存
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続
す
る
と
判
示
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
二
〇
二
一
年
九
月
一
五
日
の
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
は
、

質
権
債
権
者
の
排
他
的
弁
済
受
領
権
が
す
で
に
有
し
て
い
た
性
質
決

定
を
民
法
典
の
中
に
明
文
化
し
た
に
過
ぎ
ず
、
質
権
債
権
者
に
認
め

ら
れ
て
い
た
権
利
の
内
実
を
実
際
に
変
え
る
こ
と
も
、
新
し
い
権
利

を
付
与
す
る
も
の
で
も
な
い
と
思
わ
れ
る
。

19
．　

債
権
お
よ
び
通
貨
の
担
保
が
有
す
る
排
他
的
権
利
（
信
託
的

所
有
お
よ
び
留
置
権
）
の
利
益
は
、
二
重
の
利
益
で
あ
る
。

　

第
一
に
、
排
他
的
権
利
は
、
こ
れ
を
有
す
る
債
権
者
を
他
の
債
権

者
と
の
競
合
か
ら
保
護
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
優
先
事

由
が
過
度
に
増
加
し
、
ま
た
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
事
業
に
融
資
し
た

債
権
者
よ
り
も
租
税
負
担
・
社
会
負
担
が
優
先
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

照
ら
し
て
み
れ
ば
、
非
常
に
貴
重
な
こ
と
で
あ
る
。
単
な
る
優
先
弁

済
権
を
有
す
る
「
伝
統
的
」
担
保
は
、
多
く
の
先
取
特
権
に
劣
後
す

る
の
で
、
債
権
者
が
弁
済
を
受
け
る
チ
ャ
ン
ス
を
増
や
す
と
い
う
担

保
の
役
割
を
全
く
果
た
せ
な
い
か
、
果
た
せ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は

十
分
で
は
な
い
。

　

第
二
に
、
排
他
的
権
利
が
特
に
有
用
で
あ
る
の
は
、
債
務
者
に
つ

い
て
倒
産
手
続
が
生
じ
た
場
合
で
あ
る
。
排
他
的
権
利
を
有
す
る
担

保
の
み
が
、
他
の
債
権
者
に
と
っ
て
不
幸
を
も
た
ら
す
こ
の
状
況
に

お
い
て
一
定
の
実
効
性
を
維
持
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
信

託
的
担
保
の
場
合
（
債
権
譲
渡
お
よ
び
金
銭
質
）
に
は
、
ま
さ
に
目

的
財
産
が
設
定
者
の
資
産
か
ら
逸
出
す
る
こ
と
の
帰
結
で
あ
る
。
し

か
る
に
、
倒
産
手
続
は
債
務
者
の
財
に
し
か
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
。

債
権
質
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
判
示
さ
れ
て
い
た
よ
う
に（

（2
（

、
留
置
権

と
い
う
性
質
決
定
は
、
質
権
債
権
者
が
直
接
に
弁
済
を
受
け
る
権
利

が
手
続
開
始
決
定
後
も
維
持
さ
れ
る
こ
と
を
保
障
す
る
も
の
で
あ
る
。

Ｂ　

実
行

20
．　

債
権
ま
た
は
通
貨
上
の
担
保
は
い
ず
れ
も
排
他
的
権
利
を
付

与
す
る
が
、
技
術
的
に
は
異
な
る
実
行
方
法
に
服
し
て
い
る
。
と
は

い
え
、
こ
れ
ら
の
実
行
方
法
は
、
実
務
上
等
し
い
実
効
性
を
有
す
る

こ
と
が
わ
か
る
。

1
　
信
託
的
担
保

21
．　

信
託
的
担
保
（
民
法
上
ま
た
は
ダ
イ
イ
法
上
の
担
保
目
的
の

債
権
譲
渡
お
よ
び
金
銭
質
）
に
つ
い
て
は
、
被
担
保
債
権
の
弁
済
期

に
お
い
て
、
二
つ
の
状
況
が
生
じ
得
る
。
ま
ず
第
一
に
、
被
担
保
債

権
が
弁
済
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
得
る
。
こ
の
場
合
、
担
保
に
供
さ
れ

た
財
は
、
そ
の
所
有
が
譲
受
人
に
移
転
済
み
で
あ
る
の
で
、
設
定
者

の
資
産
の
中
に
戻
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

債
権
譲
渡
に
関
し
て
は
、
設
定
者
へ
の
所
有
の
復
帰
は
、
自
動
的
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に
か
つ
特
別
な
方
式
な
く
生
じ
る
。
元
譲
受
人
か
ら
譲
渡
人
へ
の
反

対
方
向
の
譲
渡
を
す
る
必
要
は
な
い（

（2
（

。
被
担
保
債
権
が
弁
済
さ
れ
て

い
る
場
合
に
は
、
担
保
目
的
で
譲
渡
さ
れ
た
債
権
は
、
譲
渡
人
の
資

産
の
中
に
自
動
的
に
戻
っ
て
く
る
。
し
か
し
、
最
初
の
譲
渡
と
被
担

保
債
権
の
弁
済
期
の
間
に
担
保
目
的
で
譲
渡
さ
れ
た
債
権
が
譲
受
人

に
対
し
て
す
で
に
弁
済
さ
れ
て
い
た
と
い
う
理
由
で
、
被
担
保
債
権

が
弁
済
さ
れ
た
日
付
に
譲
渡
目
的
債
権
が
す
で
に
存
在
し
な
い
と
い

う
こ
と
も
あ
り
得
る
。
譲
渡
目
的
債
権
は
も
は
や
存
在
せ
ず
、
一
定

額
の
金
銭
に
代
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
担
保
目
的
の
債
権
譲
渡

は
、
金
銭
質
に
変
化
し
て
お
り
（
民
法
典
新
二
三
七
三
―
二
条
二

項
）、
し
た
が
っ
て
、
金
銭
質
の
解
決
に
関
す
る
諸
規
定
が
適
用
さ

れ
る
。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
、
占
有
移
転
を
伴
う
担
保
で
あ
る
金
銭
質
の
場

合
に
は
、
金
額
の
所
有
の
設
定
者
の
資
産
へ
の
反
対
移
転
は
、
現
実

の
占
有
移
転
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
占
有
移
転

は
、
民
法
上
の
担
保
目
的
の
債
権
譲
渡
の
場
合
の
よ
う
に
も
っ
ぱ
ら

「
法
的
な
」
も
の
で
は
あ
り
え
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
民
法
典
二
三

七
四
―
六
条
は
、
被
担
保
債
権
が
弁
済
期
に
弁
済
さ
れ
た
場
合
に
お

い
て
、
債
権
者
は
、「
譲
渡
さ
れ
た
金
額
を
、
果
実
お
よ
び
利
息
を

生
じ
た
と
き
は
増
加
し
た
金
額
で
」、
譲
渡
人
に
返
還
す
る
。
実
際

に
は
、
譲
渡
さ
れ
た
金
額
は
、
消
費
さ
れ
、
お
よ
び
／
ま
た
は
、
債

権
者
に
属
す
る
他
の
金
額
と
混
和
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
得
、
し
た

が
っ
て
、
こ
の
金
額
の
同
一
性
を
特
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
通

貨
の
代
替
性
を
考
慮
す
る
と
、
こ
れ
は
た
い
し
た
こ
と
で
は
な
い
。

債
権
者
が
設
定
者
に
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
当
初
引
き

渡
さ
れ
た
金
額
と
等
し
い
金
額
で
あ
り
、
必
要
な
場
合
に
は
、
こ
の

金
額
か
ら
生
じ
得
る
利
息
の
額
を
加
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

22
．　

被
担
保
債
権
が
弁
済
期
に
弁
済
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
信
託

的
担
保
の
実
行
は
、
債
権
者
が
す
で
に
目
的
財
産
の
所
有
者
で
あ
る

と
い
う
こ
と
を
考
慮
し
て
な
さ
れ
る
。

　

担
保
目
的
の
債
権
譲
渡
の
場
合
に
は
、
担
保
権
者
た
る
債
権
者
は
、

担
保
目
的
債
権
の
弁
済
か
ら
得
ら
れ
る
資
金
を
用
い
て
弁
済
を
受
け

る
資
格
を
有
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
担
保
目
的
債
権
が
、
被
担
保
債

権
の
弁
済
期
の
日
付
に
お
い
て
ま
だ
支
払
わ
れ
て
い
な
い
場
合
に
は
、

被
担
保
債
権
の
弁
済
期
の
到
来
は
、
譲
受
人
た
る
債
権
者
の
権
利
に

い
か
な
る
影
響
を
生
じ
る
こ
と
も
な
い
。
譲
受
人
た
る
債
権
者
は
譲

渡
目
的
債
権
の
弁
済
を
受
領
す
る
権
利
を
有
し
、
弁
済
時
に
受
領
し

た
金
額
は
当
然
に
被
担
保
債
権
に
充
当
さ
れ
る
。

　

被
担
保
債
権
の
弁
済
は
、
譲
渡
目
的
債
権
が
譲
受
人
た
る
債
権
者

の
手
に
支
払
わ
れ
る
時
に
、
当
該
譲
受
人
が
譲
渡
目
的
債
権
の
債
務

者
か
ら
実
際
に
受
領
し
た
金
額
の
限
度
で
生
じ
る
。
し
た
が
っ
て
、

債
権
質
の
場
合
に
お
い
て
流
担
保
条
項
の
実
行
か
ら
生
じ
る
状
況
と
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は
異
な
る
こ
と
は
、
明
白
で
あ
る
。
流
担
保
条
項
が
あ
る
場
合
に
は
、

質
権
債
権
者
は
、
質
入
債
権
の
質
権
債
権
者
へ
の
帰
属
付
与
に
よ
っ

て
、
質
入
債
権
の
価
値
の
限
度
で
弁
済
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
質
権
債

権
者
が
質
入
債
権
の
債
務
者
か
ら
そ
の
後
に
実
際
に
受
け
取
る
金
額

は
問
題
に
な
ら
な
い
。
こ
れ
に
対
し
、
債
権
譲
渡
の
譲
受
人
は
、
譲

渡
目
的
債
権
が
譲
受
人
に
対
し
て
実
際
に
支
払
わ
れ
な
い
限
り
、
譲

渡
人
の
債
権
者
で
あ
り
続
け
る
。
し
た
が
っ
て
、
経
済
的
に
み
る
と
、

被
担
保
債
権
の
債
務
者
の
無
資
力
リ
ス
ク
を
負
担
す
る
の
は
譲
受
人

で
は
な
い
。
こ
の
点
が
、
債
権
質
と
の
比
較
に
お
け
る
、
民
法
上
の

担
保
目
的
の
債
権
譲
渡
の
決
定
的
な
切
り
札
で
あ
る
。

23
．　

金
銭
質
の
実
行
は
、
民
法
典
二
三
七
四
―
五
条
に
よ
れ
ば
、

被
担
保
債
権
へ
の
金
額
の
「
充
当
」
に
よ
っ
て
生
じ
る
。
こ
れ
は
、

信
託
的
担
保
に
特
有
の
当
然
実
行
と
い
う
方
法
で
あ
り
、
相
殺
や
流

担
保
条
項
と
は
異
な
る
。
譲
渡
さ
れ
た
金
額
に
対
す
る
債
権
者
の
権

利
は
次
の
よ
う
に
変
化
す
る
。
す
な
わ
ち
、
債
権
者
は
、
実
行
時
ま

で
信
託
的
所
有
を
与
え
ら
れ
て
い
る
が
、
被
担
保
債
権
の
弁
済
期
に

弁
済
が
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
事
実
の
み
に
よ
っ
て
、
終
局
的
な
所

有
を
取
得
す
る
。
こ
の
仕
組
み
は
、
二
〇
〇
七
年
法
に
由
来
す
る
信

託
に
適
用
さ
れ
る
仕
組
み
と
同
一
の
も
の
で
あ
る
。
信
託
の
仕
組
み

に
よ
れ
ば
、
債
権
者
が
受
託
者
で
あ
る
と
き
は
、
債
権
者
は
、「
担

保
目
的
で
譲
渡
さ
れ
た
財
ま
た
は
権
利
の
自
由
な
処
分
権
を
取
得
す

る
」（
民
法
典
二
三
七
二
―
三
条
一
項
）。

24
．　

信
託
的
担
保
の
実
行
方
法
の
独
自
性
は
、
倒
産
手
続
の
場
合

に
お
け
る
実
効
性
を
保
障
す
る
こ
と
に
あ
る
。
実
際
、
流
担
保
条
項

の
実
行
や
相
殺
の
発
動
を
制
限
す
る
倒
産
手
続
法
の
規
定
は
、
信
託

的
担
保
の
実
行
に
は
適
用
さ
れ
な
い
。
さ
ら
に
債
権
者
の
信
託
的
所

有
は
覆
さ
れ
る
こ
と
も
な
い
の
で
、
し
た
が
っ
て
、
金
銭
質
お
よ
び

担
保
目
的
の
債
権
譲
渡
は
、
倒
産
手
続
開
始
決
定
の
後
で
あ
っ
て
も

実
行
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

2
　
債
権
質

25
．　

債
権
質
に
お
い
て
は
、
質
権
債
権
者
が
直
接
に
弁
済
を
受
け

る
排
他
的
権
利
を
行
使
し
て
、
担
保
が
実
行
さ
れ
得
る
。
し
か
し
、

実
際
に
は
、
質
入
債
権
の
弁
済
期
が
被
担
保
債
権
の
弁
済
期
よ
り
も

先
に
到
来
す
る
か
否
か
に
よ
っ
て
異
な
る
。

26
．　

被
担
保
債
権
が
請
求
可
能
と
な
っ
た
日
付
に
お
い
て
質
入
債

権
の
弁
済
期
が
到
来
し
て
い
な
い
場
合
に
は
、
質
権
債
権
者
に
は
選

択
肢
が
あ
る
。
質
権
債
権
者
は
、（
あ
る
い
は
裁
判
上
の
帰
属
変
更

を
通
じ
て
、
あ
る
い
は
流
担
保
条
項
の
実
行
に
よ
っ
て
）
質
入
債
権

の
自
己
へ
の
帰
属
変
更
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
う
す
る
と
、

質
権
債
権
者
は
、
自
ら
が
名
義
人
な
い
し
所
有
者
と
な
っ
た
質
入
債

権
の
価
値
の
限
度
で
、
直
ち
に
弁
済
を
受
け
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
。
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こ
の
場
合
の
リ
ス
ク
は
、
質
入
債
権
の
債
務
者
に
よ
っ
て
質
入
債
権

が
弁
済
さ
れ
な
い
ま
ま
終
わ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
状
況
の
下

で
、
質
権
債
権
者
は
、
質
入
債
権
が
支
払
わ
れ
る
場
合
に
受
領
す
る

金
額
を
被
担
保
債
権
に
充
当
す
る
た
め
に
、
質
入
債
権
の
弁
済
期
が

到
来
す
る
の
を
待
つ
こ
と
を
選
ぶ
こ
と
も
で
き
る
（
民
法
典
二
三
六

五
条
）。

　

質
入
債
権
の
弁
済
期
が
被
担
保
債
権
の
弁
済
期
よ
り
も
先
に
到
来

し
、
質
権
設
定
が
通
知
さ
れ
て
い
た
場
合
に
は
、
質
権
債
権
者
が
質

入
債
権
の
弁
済
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
場
合
、
質
権
債
権
者

は
金
額
を
保
持
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
の
金
額
上
に
、
質
権
債

権
者
は
他
の
債
権
者
に
対
抗
可
能
な
排
他
的
な
権
利
を
有
し
て
い
る
。

民
法
典
新
二
三
六
四
条
二
項
は
、
こ
の
場
合
に
、
質
権
債
権
者
は
、

「
金
銭
を
受
領
す
る
権
限
を
付
与
さ
れ
た
金
融
機
関
に
そ
の
た
め
に

開
設
さ
れ
た
特
別
の
口
座
に
お
い
て
」、
こ
の
金
額
を
保
管
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
規
定
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
質
権
債
権
者
は
所
有

者
と
し
て
質
入
債
権
の
弁
済
を
受
け
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
所
有
者

と
同
様
に
、
こ
の
金
額
上
に
他
の
債
権
者
と
の
競
合
で
傷
つ
か
な
い

権
利
を
有
す
る
。

27
．　

債
権
質
の
こ
の
よ
う
な
実
効
性
は
、
倒
産
手
続
が
生
じ
た
場

合
で
も
維
持
さ
れ
る
。

　

倒
産
手
続
が
生
じ
た
場
合
、
質
権
債
権
者
の
直
接
に
弁
済
を
受
け

る
権
利
は
存
続
す
る
。
し
か
し
、
ダ
イ
イ
譲
渡
の
場
合
と
は
異
な
り
、

質
権
債
権
者
が
弁
済
と
し
て
受
領
す
る
金
額
は
質
権
債
権
者
に
帰
属

し
な
い
。
と
い
う
の
も
、
質
権
債
権
者
は
そ
の
金
額
の
出
ど
こ
ろ
と

な
る
質
入
債
権
の
所
有
者
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
質

権
債
権
者
は
、
こ
の
金
額
を
保
持
す
る
権
利
を
有
す
る
の
で
あ
り
、

こ
れ
に
よ
り
、
質
権
債
権
者
は
質
入
債
権
の
弁
済
と
し
て
受
領
し
た

金
額
の
一
時
的
所
持
者
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
債
権
質
が
第
三
者

に
よ
っ
て
設
定
さ
れ
る
場
合
（
他
人
の
た
め
の
物
的
担
保
）
を
除
き
、

質
権
債
権
者
は
、
受
領
し
た
金
額
の
返
還
に
つ
い
て
設
定
者
の
債
務

者
で
あ
る
と
同
時
に
、
被
担
保
債
権
に
つ
い
て
設
定
者
の
債
権
者
で

も
あ
る
。
互
い
に
負
い
合
う
こ
れ
ら
の
債
務
は
、
被
担
保
債
権
の
弁

済
期
に
相
殺
に
よ
っ
て
消
滅
す
る
こ
と
に
な
る
。
言
い
換
え
る
と
、

質
権
債
権
者
は
、
設
定
者
に
返
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
金
額
に
つ
い

て
弁
済
を
受
け
、
実
際
に
は
、
弁
済
と
し
て
受
け
取
っ
た
金
額
を
、

被
担
保
債
権
の
額
を
限
度
に
保
持
す
る
。

　

設
定
者
た
る
債
務
者
が
倒
産
手
続
の
対
象
と
な
る
と
い
う
状
況
は
、

こ
の
結
果
に
何
ら
変
更
を
生
じ
る
も
の
で
は
な
い
。
実
際
、
質
権
債

権
者
の
返
還
債
務
と
被
担
保
債
権
は
、
牽
連
関
係
に
よ
っ
て
結
び
つ

い
て
い
る
。
た
し
か
に
、
こ
れ
ら
の
債
権
は
別
個
の
契
約
（
質
権
設

定
契
約
と
質
に
よ
っ
て
担
保
さ
れ
る
信
用
供
与
契
約
）
か
ら
生
じ
た

も
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
一
つ
の
包
括
的
な
経
済
的
取
引
（
融
資
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取
引
）
の
実
現
に
一
致
し
て
向
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
牽
連
関
係

の
認
め
ら
れ
る
一
場
面
で
あ
る（

（2
（

。

28
．　

結
局
の
と
こ
ろ
、
倒
産
手
続
の
場
合
に
質
権
債
権
者
の
直
接

に
弁
済
を
受
け
る
排
他
的
な
権
利
（
留
置
権
と
い
う
性
質
決
定
の
帰

結
で
あ
る
）
が
維
持
さ
れ
る
こ
と
と
、
牽
連
関
係
の
あ
る
債
権
に
つ

い
て
の
相
殺
の
ル
ー
ル
が
結
び
つ
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
債
権
質
に
は
、

信
託
的
譲
渡
の
実
効
性
と
い
わ
ば
同
等
の
実
効
性
が
与
え
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
こ
と
も
ま
た
、
二
〇
二
一
年
九
月
一
五
日
の
オ
ル
ド
ナ
ン

ス
以
降
の
債
権
お
よ
び
通
貨
上
の
担
保
の
共
通
点
で
あ
る
。

（
1
）　O

rd. nº 2021-1192, 15� sept. 2021, portant réform
e du 

droit des sûretés : JO
 16� sept. 2021, texte nº 19.

（
2
）　V

. not. : Cass. Com
., 26� m

ai 2010, nº 09-13388, Bull. 
civ. IV

, nº 94; RT
D

 civ. 2010, 597, obs. Crocq ; JCP G 2011, 
22 6, nº 19, obs. Ph. D

elebecque ; D
r. et part. Sept. 20 10, p. 

96, obs. Ph. D
upichot ; RD

C 2010, 1338, obs. A
. A

ynès- 
add. A

. A
ynès, La fiducie-sûreté par et hors les textes, 

RD
BF sept-oct. 20 14, nº 41, p. 85� et s.

（
3
）　V

. not. : Cass. com
., 6� février 2007, nº 05-16649, RT

D
 

civ. 2007, 373, obs. Crocq ; RD
C 2008, 425, obs. A

. A
ynès.

（
4
）　

動
い
て
い
る
間
の
銀
行
口
座
の
将
来
の
残
高
は
、
債
権
質
に
よ

っ
て
し
か
担
保
と
し
て
の
引
当
て
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
（
民
法

典
二
三
六
〇
条
）。
と
い
う
の
も
、
口
座
の
名
義
人
で
あ
る
設
定
者

は
、
担
保
実
行
時
ま
で
、
口
座
の
貸
方
に
記
載
さ
れ
る
金
額
の
処
分

権
を
維
持
す
る
こ
と
を
望
む
か
ら
で
あ
る
。

（
5
）　

動
い
て
い
る
間
の
口
座
の
場
合
に
つ
い
て
、
同
趣
旨
の
も
の
と

し
て
は
、
民
法
典
二
三
六
〇
条
を
参
照
。
こ
れ
に
加
え
て
、H

. 
Synvet, Le nantissem

ent de com
pte, D

r. &
 Patr. 2007, nº 

161

は
、「
民
法
典
二
三
六
〇
条
は
、
口
座
質
を
債
権
質
の
カ
テ
ゴ

リ
ー
の
中
に
明
確
に
整
理
し
て
い
る
」
と
述
べ
る
。

（
6
）　

実
務
上
、
こ
れ
ら
の
担
保
は
い
ず
れ
も
「
金
銭
質
」
と
性
質
決

定
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
、
こ
の
呼
び
方
は
、
い
ず
れ
の
場

合
に
も
専
門
用
語
と
し
て
議
論
の
余
地
が
あ
る
（
例
え
ば
、
以
下
の

記
述
を
参
照
さ
れ
た
い
。S. Bros, Lam

y droit des sûretés, 
étude nº 268 : Gages sur som

m
es d’argent, nº 258-6

は
、

「
各
種
の
形
式
の
下
で
さ
ま
ざ
ま
な
呼
び
名
を
用
い
て
一
定
額
の
金

銭
を
債
務
の
履
行
の
担
保
の
引
当
て
と
す
る
こ
と
は
、
よ
く
使
わ
れ
、

か
つ
、
効
率
的
な
担
保
で
あ
る
。［
…
…
］
一
定
額
の
金
銭
に
設
定

さ
れ
た
担
保
は
金
銭
質
と
命
名
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
こ
の
表
現
は

誤
解
を
生
じ
る
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
完
全
な
る
間
違
い
で
あ

る
」
と
述
べ
る
。
ま
た
、D

. Legeais, Le gage-espèces après la 
réform

e des sûretés, D
r. &

 patr. 2007, nº 162, p. 70�

は
、

「［
設
定
さ
れ
た
担
保
の
性
質
に
関
す
る
］
疑
問
は
、
第
一
に
、「
金

銭
質
」
と
い
う
呼
び
名
が
示
す
と
こ
ろ
の
実
務
が
多
様
で
あ
る
こ
と

に
よ
る
。
こ
の
概
念
は
、
実
際
に
は
、
互
い
に
か
な
り
異
な
る
担
保
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に
適
用
さ
れ
て
い
る
」
と
述
べ
る
。）。

　

民
法
典
二
三
三
三
条
に
よ
れ
ば
、「
質
（gage

）
は
、
設
定
者
が

債
権
者
に
、
動
産
ま
た
は
現
在
も
し
く
は
将
来
の
有
体
動
産
の
集
合

に
つ
い
て
、
他
の
債
権
者
に
優
先
し
て
弁
済
を
受
け
る
権
利
を
付
与

す
る
合
意
で
あ
る
」。
し
た
が
っ
て
、
質
（gage

）
は
必
然
的
に
有

体
動
産
を
対
象
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
預
金
通
貨
上

に
そ
の
名
の
通
り
の
質
（gage

）
を
設
定
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ

な
い
だ
ろ
う
。
預
金
通
貨
は
無
体
動
産
だ
か
ら
で
あ
る
。

（
7
）　

反
対
に
、
担
保
に
供
さ
れ
た
金
額
が
記
帳
さ
れ
て
い
る
口
座
が
、

債
権
者
と
異
な
る
［
金
融
］
機
関
の
帳
簿
に
開
設
さ
れ
て
お
り
、
か

つ
／
ま
た
は
、
設
定
者
の
名
義
で
開
設
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
債

権
者
の
た
め
の
所
有
の
移
転
が
な
く
、
口
座
質
（nantissem

ent 
de com

pte

）
以
外
の
何
物
で
も
あ
り
得
な
い
（
と
り
わ
け
、S. 

Bros, Lam
y droit des sûretés, précitée, nº 268-27

を
参
照
。

す
な
わ
ち
、「
い
か
な
る
文
言
が
用
い
ら
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
①

口
座
が
非
流
動
的
で
あ
り
、
②
設
定
者
の
名
義
で
あ
り
、
③
口
座
が

債
権
者
で
は
な
い
金
融
機
関
の
帳
簿
に
あ
る
以
上
、
担
保
の
受
益
者

た
る
債
権
者
に
対
す
る
い
か
な
る
所
有
の
移
転
も
直
ち
に
生
じ
る
こ

と
は
な
い
」。）。

（
8
）　

以
下
の
記
述
を
参
照
さ
れ
た
い
。
例
え
ば
、Ch. Larroum

et, 
note sous Cass. Com

., 17� m
ai 1994, D

. 1995, 124

は
、「
銀
行

口
座
の
残
額
は
、
顧
客
の
銀
行
に
対
す
る
債
権
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
預
金
通
貨
が
担
保
の
た
め
に
債
権
者
に
供
さ
れ
た
場
合
に
、
そ

れ
は
顧
客
の
銀
行
に
対
す
る
債
権
の
質
以
外
の
何
物
で
も
な
い
。

［
…
…
］
口
座
が
そ
の
名
義
人
、
つ
ま
り
質
の
設
定
者
、
の
名
前
で

開
か
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
と
き
も
、
も
ち
ろ
ん
同
様
で
あ
る
」

と
述
べ
て
い
る
。S. Bros, Le gage-espèces, D

r. &
 Patr. 2007, 

nº 161

は
、「
債
権
者
は
、
非
流
動
性
口
座
の
名
義
人
で
は
な
い
の

で
、
当
該
口
座
に
記
帳
さ
れ
た
金
額
の
所
有
者
で
は
な
い
」
と
述
べ

て
い
る
。

（
9
）　Cass. Com

., 6� février 2007, nº 05-16649, RT
D

 civ. 
2007, 373, obs. Crocq ; RD

C 2008, 425, obs. A
. A

ynès.

本
件

に
お
い
て
、
金
銭
は
、
債
務
者
に
よ
っ
て
そ
の
債
権
者
（
銀
行
）
に

交
付
さ
れ
て
い
た
が
、「
文
書
上
の
便
宜
だ
け
の
た
め
に
」
Ｘ
の
名

義
で
、
専
ら
当
該
銀
行
内
部
の
も
の
と
し
て
開
設
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
名
義
人
の
も
の
で
は
な
い
口
座
の
貸
方
に
記
帳
さ
れ
て
い
た
。

し
た
が
っ
て
、
こ
れ
は
口
座
質
で
は
な
く
、
信
託
的
譲
渡
で
あ
っ
た
。

（
10
）　

二
〇
二
一
年
九
月
一
五
日
の
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
に
よ
っ
て
削
除
さ

れ
た
。

（
11
）　Cass. ass. plèn. 7� décem

bre 2015, nº 14-18435.

（
12
）　V

. désorm
ais, C. com

., art. L. 527-1.

（
13
）　V

. par exem
ple : Cass. com

., 16� octobre 2007, nº 06-
14675, Bull. civ. IV

, nº 217.
（
14
）　

と
り
わ
け
、
譲
渡
人
の
他
の
債
権
者
（
無
担
保
債
権
者
お
よ
び

先
取
特
権
債
権
者
）
や
場
合
に
よ
っ
て
は
第
二
譲
受
人
を
指
す
。

（
15
）　

硬
貨
ま
た
は
紙
幣
の
交
付
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
保
証
金
の
場
合
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は
別
で
あ
る
。
こ
の
場
合
に
は
現
金
の
引
渡
し
に
よ
っ
て
占
有
移
転

が
行
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

（
16
）　

質
入
債
権
の
弁
済
受
領
権
を
有
す
る
の
が
質
権
債
権
者
で
あ
る

と
し
て
も
、
設
定
者
が
［
質
入
債
権
の
］
名
義
人
／
所
有
者
で
あ
り

続
け
る
。
民
法
典
二
三
六
三
条
二
項
が
、
設
定
者
に
、
質
入
債
権
の

債
務
者
に
対
し
て
支
払
を
請
求
す
る
権
能
、
す
な
わ
ち
「
履
行
を
請

求
す
る
」
権
能
を
認
め
た
の
は
、
そ
の
た
め
で
あ
る
。
言
い
換
え
る

と
、
設
定
者
は
、
質
入
債
権
の
債
務
者
に
支
払
を
請
求
す
る
こ
と
が

で
き
、
こ
の
債
務
者
は
質
権
債
権
者
に
支
払
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

（
17
）　Cass. 2

èm
e civ., 2� juillet 2020, nº 19-11417 et 19-13636 ; 

JCP G 2020, doctr. 1052, nº 15, obs. Ph. D
elebecque ; D

. 
2020, 1940, note J.-D

. Pellier ; RT
D

 civ. 2020, 666, obs. Ch. 
Gijsbers; Cass. 2

èm
e civ ; 17� septem

bre 2020, nº 19-10420 ; 
JCP G 2021, doct. 418, nº 24, obs. Ph. D

elebecque – add. 
M

. Julienne, L
e nantissem

ent enfin pris au sérieux, 
Banque &

 D
roit nº 193, sept.-oct. 2020, 19.

破
毀
院
第
二
民
事

部
二
〇
二
〇
年
七
月
二
日nos 19-11.417 et 19-13.636

は
、「
解

約
返
戻
金
を
生
じ
得
る
解
約
可
能
な
生
命
保
険
契
約
の
質
（
一
種
の

債
権
質
）
の
受
益
者
た
る
債
権
者
は
、
解
約
返
戻
金
の
価
値
に
つ
い

て
排
他
的
弁
済
受
領
権
（droit exclusif au paiem

ent

）
を
有
し
、

こ
れ
に
よ
り
、
先
取
特
権
者
も
含
む
、
保
険
契
約
者
の
他
の
債
権
者

と
の
い
か
な
る
競
合
も
排
除
す
る
」
と
判
示
し
た
。

（
18
）　D

. Legeais, D
roit des sûretés et garanties du crédit, 

LGD
J 13

èm
e éd., 2019, nº 524 ; L. A

ynès, P. Crocq et A
. A

ynès, 
D

roit des sûretés, LGD
J 14

èm
e éd., 2020, nº 259 ; A

. A
ynès, 

La consécration des droits de rétention, D
. 2006, 1301, nº 

5 ; L. Bougerol, E
xclusivité et garanties de paiem

ent, LGD
J 

2012, nº 69� et s. - contra : M
. Julienne, Le nantissem

ent de 
créance, préf. L. A

ynès, thèse Econom
ica 2012, nº 119.

（
19
）　Cass. com

., 26� m
ai 2010, nº 09-13.388, Bull. civ. IV

, nº 
94� ; RT

D
 civ. 2010, p. 597, obs. P. Crocq ; RD

C 2010, p. 
1338, obs. A

. A
ynès ; D

r. et patr. sept. 20 10, p. 96, obs. Ph. 
D

upichot ; JCP G 2011, 226, nº 19, obs. Ph. D
elebecque.

（
20
）　Cass. com

., 26� m
ai 2010, nº 09-13.388, précité.

（
21
）　V

. en m
atière de cession D

ailly : Cass. Com
., 19� 

septem
bre 2007, Bull. civ. IV

, nº 275 ; D
. 2007, RT

D
com

., 
2008, 162, obs. D

. Legeais, RD
 banc. fin. 2007, nº 209, obs. 

F. Crédot et T
h. Sam

in ; Banque et droit, nov. dec. 2007, 
30, obs. T

h. Bonneau , RD
C 2008/03, p. 865, obs. A

. A
ynès 

– Et en m
atière de cession civile  : C. civ., art. 2373-3 : « le 

cédant recouvre de plein droit la propriété de  » la créance 
affectée en garantie.

（
22
）　Cass . com

., 19� m
ars 1991, nº 89-17.083 : JurisD

ata nº 
1991-001048 ; Bull. civ. IV

, nº 105 ; RJC 1992, p. 24, note 
Pédam

on ; D
. 1992, som

m
. 257, obs. D

errida.


